
どんな研究？ どこが凄い？ どんな風に役立つ？ 
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雑多な音の中からあなたの声だけ聞きとります 

～時間・空間・周波数情報を統合した高精度音声強調技術～ 

収録音に目的話者以外の人の声や
雑音が含まれている場合、目的話
者の声のみを聞き取ることは、困
難なことです。この展示では、こ
のような音から目的話者の声のみ
を抽出（音声強調）し、人や機械
にとって聞き取りやすい音を作る
技術を紹介します。 

話者・雑音に関する全情報（時
間・空間・周波数情報）を統合的
に活用する音声強調方法を提案し
ました。この方法を用いることで、
雑音下での音声認識に関する学会
コンテストで世界トップの成績を
収めました。 

この研究を発展させることで、さ
まざまな収録環境で、目的の話者
の声を高品質に収録できるように
なります。例えば、遠隔コミュニ
ケーションシステムにおける音声
品質の改善や、ロボットとの音声
コミュニケーションの円滑化など
に役立つことが期待されます。 
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時間情報 
音の時間変化パタン 

 

空間情報 
話者や雑音の方向 

 

周波数情報 
音の周波数パタン 

 
 
 
 

 
音源方向 周波数 

雑音を含む音声 

話者の音声と雑音は到
来方向が異なる 
方向性に基づき音声 
 と雑音を区別可能 

時間 
音声と雑音の時間変化 
パタンは異なる 
音声らしい変化パタン   
 を抽出可能 

音声と雑音の周波数 
パタンは異なる 
雑音に埋もれた音声 
 を復元可能 

音声・雑音 
分離 

事例ベース 
音声強調 

強調音声 

 着眼点 

 アプローチ 

空間・周波数情
報 

を利用 

周波数・ 時間情報 
を利用 

観測された音声に 
含まれる雑音の抑
圧 
 

収録環境  課題 

観測音声信号は以下の３つの情報を含む 

これらの情報を活用するため、以下の二つの音声強調を利用 

雑音 
音声 

雑音源 

雑音源 

周
波
数

 

周
波
数

 

振
幅

 

目的話者 
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